
別紙様式 ２

平成　22年度　学校関係者評価報告書　　
評価点　

A  高いレベルで達成できた A  とても適切である

B  達成できた B  概ね適切である

C  一部達成できなかった C  あまり適切でない

D  ほとんど達成できなかった D  適切でない

学校名：広島大学附属福山中・高等学校                                     E  判定できない

達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価

教科の授業実
践と研究を推
進し、担任等校
務分掌の実践
力を向上する
ための取り組み

【全国的に模範となる教育を行う
ための具体的方策】② 広島大学
の人材・施設も積極的に活用した
教育課程、行事を編成し，日本と
世界の将来を担いリードする優
れた生徒を育成するため、広範
囲での人材登用を図るように努
力する。【学校運営の改善に関
する具体的方策】① 情報教育・
環境教育の分野で，現在以上の
成果をあげるために，ネットワーク
通信網，コンピュータ教室，実験
教室，実験設備を整備充実させ
るため、より精緻な計画を立案
し、その整備を可能な限り進めて
いく。

授業力を向上
させ、それぞ
れの指導目標
に沿って、質
の高い授業を
提供する。生
徒の学力・能
力を育て、生
徒の学校生活
を充実感のあ
るものにする。
教員それぞれ
が、担任や各
校務分掌の責
務を責任を
持って遂行す
る。

【成果指標】週一回の教科会合。教
育研究会。他校研究会への参加。
【判断基準】教科会合への積極的参
加。教育研究会での研究授業。他校
との研究交流会への積極的参加。授
業実践記録（論文）。【成果指標】生
徒の学力・能力の長期的な分析。
【判断基準】個々の生徒の学力・能
力の形成的把握。【成果指標】バラン
スのとれた学級経営をおこない、そ
れぞれの部署での役割を責任を持っ
て遂行する。
【判断基準】学年主任会合での報告
レポート。各部署の研修会での反省
と課題レポート。運営会議における
各部報告。

それぞれの取り組み
が進められた。安定
的に維持・向上させ
ることができた。責任
を持って取り組みが
進められた。

A

確かな生徒把握のも
とで優れた授業が行
われている。ベテラン
と若手教員が自己責
任を自覚しながら学
校のすべての業務に
あたっており、質の高
い教育が行われてい
る。このことは、様々な
成果にあらわれてい
る。今後もこれがより
効果的に進められるこ
とを望む。

A

これまでの成果を踏ま
え、この継承をはか
る。

 教務システム
による教務
データ処理とそ
の教育的効用
に関する研究

【学校運営の改善に関する具体
的方策】③ 学事情報システムの
校内ネットワーク運用を可能な限
り実現する。

教務システム
の稼働。教務
システムの教
育活用。

【成果指標】目標や利点の明確化。
企画書の作成。教務データ管理の基
本理念と、利用者の現実的要望の集
約。実際的運用における各種サポー
ト。稼働。
【判断基準】教務システムが稼働し、
成績表・通知書の発行等の実務が円
滑であること。【成果指標】教務シス
テムがすべての教員に利用できるこ
と。生徒・保護者にその有効性が認
識されること。
【判断基準】教務システムがすべての
教員に利用できるように、マニュアル
が整備される。保護生徒面談におけ
る、生徒・保護者からの評価。

全面稼働。全面的利
用。

A

教務システムの稼働
によって生徒保護者
へのわかりやすい
データ提供がなされ
ている。教員の業務
負担も軽減され、正
確・円滑なデータ運用
が可能になった。

A

この教育的効果の検
証・確認をおこなう。

進路システムに
よる進路指導
データ処理とそ
の教育利用に
関する研究

【学校運営の改善に関する具体
的方策】③ 学事情報システムの
校内ネットワーク運用を可能な限
り実現する。

進路システム
の有効活動。
そのデータの
教育的有効性
の確認。

【成果指標】進路指導全体研修会、
中学校担任研修会、あるいは進路指
導委員会において、進路システムの
精神を確認できる。
【判断基準】蓄積されたデータをもと
に、4月面談週間にこれが利用される
こと。各学期の面談にこれがノートパ
ソコン上で利用されること。【成果指
標】進路指導研修会、中学校担任研
修会、あるいは進路指導委員会にお
いて、種々の進路状況が把握でき
る。
【判断基準】進路システムが面談に
おいて適宜利用され、生徒・保護者
において納得できる懇談であったか
ということ。進路志望調査における
「要望・意見」欄の記述。

順調に有効利用。
ノートパソコンと連
動。３者面談で視覚
的に理解しやすいと
いう評価が得られて
いる。

Ａ

進路システムの稼働
によって生徒保護者
への視覚的なデータ
提供がなされている。
正確緻密な生徒把握
が進み、このデータを
もとにして、時宜を得
た的確な進路指導が
行われている。

A

この教育的効果は大
きい。

 中・高一貫教
育における生
徒への多角的
な取り組みの諸
因子の系統性
と関係性の研
究

【学校運営の改善に関する具体
的方策】③ 学事情報システムの
校内ネットワーク運用を可能な限
り実現する。【全国的に模範とな
る教育を行うための具体的方策】
② 広島大学の人材・施設も積極
的に活用した教育課程、行事を
編成し，日本と世界の将来を担
いリードする優れた生徒を育成す
るため、広範囲での人材登用を
図るように努力する。

中・高６カ年一
貫教育の理念
と特徴を整理
する。教務シ
ステム・進路シ
ステム事業と
の関係性の分
析に向けて問
題の所在と方
法を探る。中・
高６カ年一貫
教育の諸課題
についての検
討を開始す
る。

【成果指標】本校の理念・特徴に関
し、特に中・高一貫教育について、全
教員が明確に理解し、これを実践で
きる。
【判断基準】各部研修会において、
全教員の意識確認と諸課題の共有
をするために、中高一貫教育との関
連について議論をする。【成果指標】
教務システム・進路システムの両面
から中高一貫教育における継続的課
題を抽出し、これらをトータルな視点
で把握検討するための研究プロジェ
クトを設置する。
【判断基準】研究プロジェクトの設
置。問題の所在とその検討の方向を
探る。【成果指標】設置した研究プロ
ジェクトを開催し、検討が進む。
【判断基準】研究プロジェクトにおい
て検討されたことが、報告書にまとま
られる。

中高一貫は絶えず
意識している。運営
会議で討議し、アン
ケート実施とその分
析検証をおこなっ
た。研究紀要に研究
結果の一部を報告予
定。その概要は進路
指導部全体研修会
にて報告があった。

Ｂ

中・高一貫教育の伝
統をさらに分析し、生
活指導、進路指導、
教育研究の３つを融
合させるなかで、福山
附属一貫教育の意義
を再確認し、その継承
をはかろうとしている。

B

前年の紀要論文に公
開した分析結果をもと
に、さらに討議を積み
上げていく。

分野
重点目標

（評価項目）

教
育
課
程
・
学
習
指
導
等

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

学校関係者評価を
踏まえた改善策

自己評価 学校関係者評価

自己評価 学校関係者評価
具体的方策 成果指標・判断基準
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達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価
分野

重点目標
（評価項目）

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

学校関係者評価を
踏まえた改善策

自己評価 学校関係者評価
具体的方策 成果指標・判断基準

 教育実習内容
の改善・精選と
宿泊体験型実
習の有効実施
並びに教員養
成におけるそ
の有効性につ
いての実証的
研究

【学校運営の改善に関する具体
的方策】② すべての実習生を対
象とした合宿体験型教育実習を
実施するための環境整備を可能
な限り進めていく。【大学・学部と
の連携・協力の強化に関する具
体的方策】② 特色ある教育実習
プログラムとしての、中高実習を
中心としたすべての教育実習の
取り組みを進めつつ、更なる提言
を行う。

教育実習のあ
り方の研究。
教育実習指導
案の再整備。
宿泊体験型教
育実習の有効
実施。宿泊体
験型教育実習
の有効性の証
明。

【成果指標】副校長と教育実習係が
課題を確認し、教科主任会や全体研
修会で確認する。
【判断基準】教育実習の現在の課題
を共有し、新しい教育実習のあり方
について討議する。その記録。【成果
指標】指導案項目の精選と改訂をか
さね、新しい指導案事例集を編集す
る。
【判断基準】アンケートの実施、分
析、これを踏まえての提案。新しい指
導案事例集の発行。【成果指標】宿
泊体験型教育実習が順調におこな
われること。
【判断基準】宿泊学生からのアンケー
ト回答を分析し、その成果・満足度を
確認する。分析資料。【成果指標】宿
泊学生からのアンケート回答を分析
し、その成果満足度を確認する。
【判断基準】宿泊しない学生からの声
を生かす。宿泊体験を嫌う傾向にあ
る学生実態と、これからの教師にの
ぞまれるものとの関係から、新たな宿
泊体験型教育実習のあるべきかたち
を提言する。

検討を重ねた。アン
ケート実施。指導案
事例集発行。有効実
施。証明できている。

Ａ

広島大学と連携しつ
つ、その指導のもと
で、法人化後の勤務
時間の制約の中で最
大規模の教員養成が
行われており、国立大
学附属学校の使命が
存分に果たされてい
る。

A

施設の収容能力の向
上、個人空間の確保
等の問題や、学生の
より充実した生活空間
の整備など、施設面
のさらなる改善が必要
である。

 中等教育にお
ける科学を支え
る「リテラシー」
の育成を核とす
る教育課程の
開発

【全国的に模範となる教育を行う
ための具体的方策】① ６年間に
わたり、中高６ヵ年間、すべての
教科で取り組んできた「サイエン
スプログラム」「新サイエンスプロ
グラム」において培われてきたと
ころの、論理的思考力並びに客
観的・科学的思考力や問題解決
力を踏まえ、社会の要請に応え
る新たな研究課題を設定し、研
究開発を前進させる。【大学・学
部との連携・協力の強化に関す
る具体的方策】③ JICAの研修生
などに対する授業公開を行い、
東南アジアやアフリカなどの地域
の中等学校教員を対象にした，
大学院博士課程前期の現職教
育のための教育課程を開発す
る。

研究計画に基
づき推進す
る。

【成果指標】新サイエンスプログラム
の教材開発。評価を見据えながら開
発を進める。
【判断基準】教育研究会で新サイエ
ンスプログラムの理念を再確認し、そ
の開発経過を報告。年度末には当年
度報告書作成。

計画に沿って順調に
進行した。

A

広島大学教員の指導
の下、文部科学省の
教育施策に資するた
めの先進的な教育研
究を行い、成果をあげ
て全国的にも注目を
集めている。

A

研究開発報告書にそ
の成果が纏められて
いる。これをもとにし
て、次なる研究開発
「クリティカルシンキン
グの育成」（平成21～
23年度）に展開し、そ
の２年次を終えたとこ
ろである。

新しいマルチメ
ディア教育の構
想・研究

【学校運営の改善に関する具体
的方策】① 情報教育・環境教育
の分野で，現在以上の成果をあ
げるために，ネットワーク通信網，
コンピュータ教室，実験教室，実
験設備を整備充実させるため、よ
り精緻な計画を立案し、その整備
を可能な限り進めていく。

情報ネット
ワーク整備の
準備。情報
ネットワーク利
用に伴う教材
開発の構想。

【成果指標】情報ネットワーク整備計
画。
【判断基準】情報ネットワーク整備計
画の策定。【成果指標】運営会議で
の構想案審議。開発プロジェクトの設
置。教科主任会への提示。
【判断基準】開発プロジェクト設置。
各教科で構想。ネット教材の検索と
整備。

整備完了。コンテン
ツの整備が進む。

Ａ

福山附属独自のマル
チメディア教育の伝統
の下、常に新しいあり
方を探っていこうとし
ている。これをさらに
前進させて行かなけ
ればならない。

A

コンテンツ整備をさら
に進めていかなけれ
ばならない。また、教
育実習におけるこれ
の利用も推進しなけ
ればならない。

SPP事業・高大
連携の実施と
その教育的効
果に関する研
究

【全国的に模範となる教育を行う
ための具体的方策】① ６年間に
わたり、中高６ヵ年間、すべての
教科で取り組んできた「サイエン
スプログラム」「新サイエンスプロ
グラム」において培われてきたと
ころの、論理的思考力並びに客
観的・科学的思考力や問題解決
力を踏まえ、社会の要請に応え
る新たな研究課題を設定し、研
究開発を前進させる。② 広島大
学の人材・施設も積極的に活用
した教育課程、行事を編成し，日
本と世界の将来を担いリードする
優れた生徒を育成するため、広
範囲での人材登用を図るように
努力する。

SPP事業の計
画立案と推
進。高大連携
事業の計画と
推進。

【成果指標】SPP事業の企画と採択。
【判断基準】4件企画4件採択。ＳＰ
Ｐ、高大連携事業が及ぼした教育効
果を丹念に記述し、報告集を作成す
る。【成果指標】高大連携事業の企
画。計画を実施に。
【判断基準】質の高い高大連携事
業。高大連携事業の報告集作成。

計画通り実施し、成
果をあげた。計画中
のものもある。

Ａ

様々な先端の科学研
究を吸収するために、
継続してＳＰＰ事業が
行われている。ただ
し、採択率をいかに高
めるかの努力は必要
である。

A

さまざまな大学・教授
スタッフとの連携も進
められている。

 中等学校教員
を対象にした、
大学院博士課
程前期の現職
教育のための
教育課程の開
発

【大学・学部との連携・協力の強
化に関する具体的方策】① 中等
学校教員を対象にした，大学院
博士課程前期の現職教育のため
の教育課程の開発をさらに進め
る。④ JICAと連携しつつ、開発さ
れた教育課程の提供を進める。

特色ある教育
内容や研究開
発を進める。

【成果指標】現職教育のための教育
課程・教材を開発し、蓄積する。
【判断基準】専門職大学院構想との
関係調整において方向が見えてく
る。

本事業に関連する他
の事業は、その各々
としては順調に進行
している。

B

広島大学の高度な教
員養成のビジョンに従
い、さらなる検討が必
要である。

B

専門職大学院の計画
（「教職高度化プログ
ラム」）が平成21年度
スタートした。但し、今
後附属学校教員の関
わり方と、その質の向
上（高度化）の検討が
なされなければならな
い。

教
育
研
究
等
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達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価
分野

重点目標
（評価項目）

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

学校関係者評価を
踏まえた改善策

自己評価 学校関係者評価
具体的方策 成果指標・判断基準

社
会
連
携
・
社
会
貢
献
活
動
等

地域の学校と
連携し教育研
究を交流する
取り組み

【全国的に模範となる教育を行う
ための具体的方策】① ６年間に
わたり、中高６ヵ年間、すべての
教科で取り組んできた「サイエン
スプログラム」「新サイエンスプロ
グラム」において培われてきたと
ころの、論理的思考力並びに客
観的・科学的思考力や問題解決
力を踏まえ、社会の要請に応え
る新たな研究課題を設定し、研
究開発を前進させる。【学校運営
の改善に関する具体的方策】①
情報教育・環境教育の分野で，
現在以上の成果をあげるため
に，ネットワーク通信網，コン
ピュータ教室，実験教室，実験設
備を整備充実させるため、より精
緻な計画を立案し、その整備を
可能な限り進めていく。

地域の学校と
定期的な研究
会を共催する
などの活動を
通して、教育
研究情報の交
流をすすめ
る。教育研究
会への地域の
学校からの参
加。地域の学
校の研究活動
への参加・助
言。

【成果指標】一つ一つの地域連携の
営みの蓄積。
【判断基準】一つ一つの地域連携の
営みをどのように着実に積み重ねた
か。どのような連携が実現できたか。
報告書。【成果指標】どれだけの内実
をもって研究会に参加を得られた
か。
【判断基準】参加者の中での地域占
有率。参加者アンケート。【成果指
標】研究提携校の研究会への指導
助言および一般参加による連携。
【判断基準】地域連携校への参加。
またそこから自らの課題発見。出張
報告から。

地域連携校との交
流、教科の共同研究
会の継続的開催。研
究会終了後も情報発
信を続け、これが利
用されている。取り組
みを進め、成果が上
がっている。

Ａ

地域の教育の中心を
担う学校として、様々
な研究協力に応じて
おり、その連携関係が
継続され、強固なもの
になっている。

A

地域連携の成果をど
のように発信するか、
またこれに関わる教員
の業務負荷が課題で
ある。

学校の安全・衛
生を実現する
ための環境整
備

【学校運営の改善に関する具体
的方策】① 情報教育・環境教育
の分野で，現在以上の成果をあ
げるために，ネットワーク通信網，
コンピュータ教室，実験教室，実
験設備を整備充実させるため、よ
り精緻な計画を立案し、その整備
を可能な限り進めていく。

校内各施設の
点検。環境整
備計画を立案
する。安全委
員会による校
内巡視を随時
おこない、必
要に応じて、
整備をはか
る。

【成果指標】学校安全委員会の開催
と、そこでの点検活動。
【判断基準】委員会を年３回以上（各
学期１回）開催すること。【成果指標】
安全衛生委員会の点検計画とそれ
に基づいての判断。
【判断基準】運営会議並びに安全衛
生委員会の評価。その記録。【成果
指標】整備必要箇所の把握。それへ
の対応。
【判断基準】整備必要箇所への対応
がなされたか。工事などの具体的対
処。

つねに点検が進めら
れている。計画に
従って進められてい
る。点検の中で、必
要な箇所の改修・整
備が進みつつある。

A

広島大学の安全衛生
計画のもと、安全で衛
生である環境の整備
が着実に進んでいる。

A

着実に校内各所の改
善が進んでいるが、さ
らなる整備が必要な
部分もある。

教育研究活動
の活性化を図
るための多様な
人事

【公立学校との人事交流を生かし
た教員研修に関する具体的方
策】① 教育研究活動の活性化を
図るため多様な人事交流を行うよ
うにするため、種々の採用人事を
進めることができるように努力す
る。② 人事交流を進めるために
も、地域公立学校の研究開発へ
の助言を担い、日常的な研究交
流を進め、相互の教員研修を進
めていく。

教育研究活動
の活性化を図
るための多様
な人事。

【成果指標】優秀な人材を確保し、
もって教育研究活動の活性化を図
る。　　　　　　【判断基準】多様な人
事であること。着任後、各教科・各部
署においてチームの一員として認め
られているか。また生徒保護者から
評価されていること。

教育研究活動の活
性化はじゅうぶんに
図られている。多様
な人事が進められて
いる。

A

広島大学との密接な
関係の下で有効な人
事が進められ、その結
果、組織の活性化も
図られている。

A

人事のあり方の検証
はさらに続く。

グローバルな
視点に立って
の環境教育の
推進

【学校運営の改善に関する具体
的方策】① 情報教育・環境教育
の分野で，現在以上の成果をあ
げるために，ネットワーク通信網，
コンピュータ教室，実験教室，実
験設備を整備充実させるため、よ
り精緻な計画を立案し、その整備
を可能な限り進めていく。【全国
的に模範となる教育を行うための
具体的方策】② 広島大学の人
材・施設も積極的に活用した教
育課程、行事を編成し，日本と世
界の将来を担いリードする優れた
生徒を育成するため、広範囲で
の人材登用を図るように努力す
る。

酸性雨調査な
どの観測の継
続。その観測
データなどを
教育活用。

【成果指標】酸性雨調査などの環境
教育が継続して実施され、観測デー
タが蓄積される。
【判断基準】環境教育が継続して実
施され、サイエンスプログラムの中に
位置づけられての教育的成果。【成
果指標】観測に終わらず、これらの
データを用いてそれぞれのレポート
などに生かされている。様々な方面
にデータが活用されている。
【判断基準】サイエンスプログラムに
おける、様々なレポート等。また、全
世界からのデータ利用件数。

継続している。進ん
でいる。

Ａ

環境やエネルギーと
いった時代の先端的
テーマに対し常に着
目しつつ、これに継続
して着実に取り組み、
成果をあげている。

A

エネルギー教育に関
しても研究実践を進
め、その一応の成果も
集約されたところであ
る。課題は、この成果
が各方面からの注目
をさらに集め、社会還
元をいかに進めるか
でである。

 国際的視野を
もった生徒を育
成するための
国際交流事業
の構想と展開

【大学・学部との連携・協力の強
化に関する具体的方策】③ JICA
の研修生などに対する授業公開
を行い、東南アジアやアフリカな
どの地域の中等学校教員を対象
にした，大学院博士課程前期の
現職教育のための教育課程を開
発する。

国際的視野を
もった生徒像
についての研
究。情報収
集。

【成果指標】国際理解教育について
の理念の確立のための、研究プロ
ジェクトの設置。
【判断基準】理念について、共同討
議の中で十分に検討がなされたか、
その報告書。【成果指標】事業展開
に関する情報収集（実績校への視
察、教育アドバイザーとの懇談）
【判断基準】必要な情報が収集でき
たか、その報告書。

報告書には至らず。
関係機関との情報交
換・情報収集は進ん
だ。

B

学校全体の教育計画
のなかで可能な計画
の模索をさらに続け
る。

B

理念の再検討をすす
め、あらたな研究開発
のなかに一部位置づ
けつつ、関連分野との
調整を図りつつ検討
を進めなければならな
い。
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